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1，緒言

　私達はこれまでに思春期（中単2年及び高校2年）と

これをはさむその前後（小学5年及び短大生）の女子生

徒を対象に、また、小学5年と中学2年についてはその

母親を対象として、児輩ゼ生徒6体格、健畷状態（微疵

状を舎む） 、
健康増進、髭育歴、日諜、食趨活及び食環

境醐す穣騨蘇箏曳騨期女子に喰』醐す
る様々な問題のあるこ とを指摘してき赴＝～4㌔

　中学 2年及び高検2年生を対象とした調査成績におい

て、思碁期にみら鞄る神経性食思不振痒の発症に何らか

の形で係わりがあると思われる食行動を示すものが観察

された。このような対象は健康状態はも とより「食』を

巡る生活環境や生育歴に甥らかの問題の多いこξが孝唆

されたの。

　前述のように武藤は「栄養・食生活周縁を中帝に神経

性食思不撮症に関する文献模索』を行っ炬が、そこから

思膏期女性に噸錘する神経性食思不振症の発疲には女性

の真の美しさは、バランスのとれた精神的身体的健康の

中にこそあるという認識を育てることの霞要性が示唆さ

れた。その達成には学校における保健及び家庭科教育、

指導の役割が大いに期待される。

　そこで私遠は思春期女子の保健及び家庭科教育、指導

に当たる獲護教諭及び家庭科教師を対象に、その教育の

現状と対応についての調査を行っ痘o今回はその一部を

．報告する。

2．調査方法

食髭活の叢近の傾向、保健室の利用状況、保健・家庭科

教育の現状及びこれらに対する塩綻の関心度、傑獲考の

獲胃態度などに関するアンケート用紙を作成した。この

作成に当たっては養護教諭及び家庭科教師の助言を得な。

　既報の調査対象の中の中学校及び高等学校が所在して

いた同一県内の中学校及び高等学校を対象とした。 　そ

れには金劇学校総覧5〕を用い、中学校は112～1！3校・

高等学校はi！5校に当赴る学校数をランダムに選び調奄

表を送付し、中学校　275校（回収率　27。篇〉’、高等学

校　282校（回収率　283％〉から回答を得た。

　表1ば対象校の性格を示す。対象中学校の約9膿、高

表1　対象校の性幣

1 都道溝県名 中学校　　高等学校

雛葉綴田鯛lli　lll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　1　　　　　　　　（駕〉！　　（累）！

男i共学　　9・・置i鯛、

・獲議教論及び家庭科教員を対象に、女子生徒の健塵。 等学校の約70器が公立校、女子校は中学校 9臥高等学
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校　3鵤であっ赴。生徒数の分布を見ると、中学校では

132～50g名　39．6％、501～1000名　49．3％、1001名以上

　11・鳳商等学校では128～500名10．鷹、50亘～！000

名　32，1監1001～且500名　45。3駕、i501名以上　11．鏡

である。

3。結果及び考察

（1〉　獲護教諭からみた女子生徒の健康状態

　これまでの調査成績においても中学生、高校生に微症

状のみられることが報告されており6～8，、私達が行っ

た調査でも中学校及び高等学校女子生徒の約8躍、9罵は

何らかの微症状を訴えていた。そこで獲護教諭からみた

女子生徒が誘える微症状の種類を調ぺた。

　腹痛（生理痛を含む）及び頭痛がそれぞれ約85影、70

％、倦怠、胃痛、便秘、風邪などが約30～6銚を占めて

おり、中学生と高校生とを比べると後者に胃痛や便秘の

占める割合が高い。従って衰2に示すように保健室来訪

時の理由も中学生・高校生共に腹痛、生理痛、頭痛、気

分不快などが首位を占めており、高田9》、森田ら1⑳、

宮田11）の調査結果とほぼ一致する。これらの主訴はい

ずれも心因性、生活の乱れから生じたものと思われ、身

体的異常は認められなかったという1D。

表2　保健室来訪時の主脈
（駕）

開してはそれぞれ7二8零、10．2離こ観察さrれた。

　また、宮田1Dによる滋賀県の全県下の小・中学校、

高等学校の調査によると、心の問題となっている原因は、

全平均でみると友人関係が最も多く、両親との関係、学

業の低下が続いて多かっ造が、特に中学校では友人関係、

学業の低下、非行化傾向、高校では友人関係、学業に対

する不安や低下などで、年齢的な相異はみられるものの、

これらの理由が占める割合は約半数から80蹴こ及んでい

た。

　本調査では心理相談は中学校では8位に、高等学校で

は7位に挙げられており、その割合は1鴎程度ではあるが、

保健室の機能は今や外科的救急処置よりも内科的、それ

も心因のからんだ騨えに対応する方に当てられている。

（2）　保健室における対応状況

　救急処置、健廠相談、保健指導、心理相談、性相談、

情報礎供に対する保健室での対応状況を図1に示す。

図1　保健室における対応状況
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　今回の調査で中学生は高校生に比ぺ、外傷や捻挫など

の外科的救急処置が多い。

　一方、近年では勉強や受験をめぐる問題、友達や家族

開係上の問題もクローズアッブされている。　r子どもの

意畿に関する世論調査1の」、総理府膏少年対策本部の

調査13〕（対象年齢夏5～24歳）によると、前者では中学

生の1／3～レ2の者に自分の将来のことや勉強。進学に関

する悩みや心配を、約1／10の者は友人や父母に対する悩

みを持っており、後者の成績では28．購の者が勉強。進

学に関する悩みや心配ごとを持っており、友人や家族に

　　　　　　　　　　　　　　％
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　外科的応急処置は他の相談、指導項目に比べ、中学・

高等学校共にその達成率は高く、　「殆ど達成できていな

い』は0瓢　「ほぽ達成している」が約半数を占めている。

　健康相談及び保健指導についてみると、　「殆ど達成で

きていない」とする学校は中学校の2～鵠、高等学校

鵠弱、　「やや達成不足』とあわせると中学校で約25～

30欺高等学校でi7～2鋸、逆ここ「ほぽ達成できているJ

は中学校　8累前後、高等学校　10鑑前後であっだ。中学

校○高等学校共に健康相談に比ぺ、保健指導の達成宰が

幾分低い傾向にあっ炬。　中学校、高等学校では健康教

育の教科として保健体育科、または開連教科として理科、

家庭科などで指導をしており・教科以外で指導するすぺ

ての健康教育を保健指導と害っている。今日の児童生徒

の健康問題は身体に重大な障害を及ぽすといった疾病や

症状よりも、心や体の発達の歪み・崩れといわれる不健

一22一



康な状態の子供達が増加しているのは特徴的である。そ

のような中で保健指導の重要性は多言を要しない。保健

指導の必要性に関する調査成績をみるとL川5，、　「ぜひ

必要’という者は学級担任27。5駕、養護教論68。1％、

r必要」という者は前者69．錦、後者　30．7駕で、必要

であるとの積極的回答率はそれぞれ95％以上を示してい

た。しかし，今回の調査成綬において保健指導が畿分不

活発である要因として、学校が保健指導を教育課程に位

澄づ砂ていない、即ち、保健指導の目標や指導内容、括

導時間等が確立されていないなどが考えられる。現在、

様々な角度から「健康教育』が考えられ、検討されてい

る。その結果に期待し炬いo

　心理相談に対する対応状況をみると、　rやや、または、

ほぽ達成」されて いる割合よりもr達成不足、または、

達成していない』とする割合が高い。心の問題には身体

問題と異なる難しさがある赴めではないだろうか。　しか

し近年、生徒の心をめぐる生活環境は急激に変化しつつ

あり、このような状況の中で心の健康の育成をどう実践

するかは、学校保健の慧要な課題であろう。

　性相談への対応は消極的で、中学校、高等学校共に

1銚のところは殆ど達成しておらず、　rほぼ達成』して

いるところは数蹴こしか過ぎない。達成できない理由は

明確でないが、性櫃談は今回保健室で扱った講えの中で

は上位7位に入っておらず、比較的少ないことも達成率

の低さの一因であるかも知れない。中学校における性の

授業研究を行い、その結果が報告されているが16，、性

問題の増加が憂いられている現在17，達成率の向上に力

を注ぐぺきであろう。

　梼報提供に関しては35～4眺の学校はrやや、ま赴は、

ほぽ達成」しており、その割含は高等学校に此べ中学校

が高率であった。

（3）　健康・保健教育の現状

　学校におサる健康、保健教育の現状を「保健便り」の

発行状況の視点から調査し、表3にその結果を示すo

　　殆どの中学校（98．撲）では「保健便り」 を発行し

て蔦、るカざ、　高等学校で迄ま87r5弩、　　「保健便り」　を発　テし

ていないところが後者では8校に1校の割合で観察され赴。

定期的に発行している割合は中学校　77舷高等学校

66監年間の発行回数も中学校の約半数は11～15回であ

るのに対し、高等学校の約70％は1西10回の範囲内であっ

た。

　r保健便り」の読者は生徒はもちろんのこと中学、簡

等学校共に92男の学校は全教師も続んでいるが、保護者

も続者対象としている割含は、中学校　78％、高等学校

2撲で前者に多い。

　一方、講演会の実施状況をみると、定期的に行ってい

る罰合は中学校　16駕、高等学校　30％であるが、　「特に

行っていないJ　rあれぱよいと思う」を合わせると中学、

高等学校共に6暁前後に及ぶ。例え講演会を行っていて

もそ夢回数に年問1～2回程度であり、演者は校医以外の

医師、校医、学識経験者の1碩に多かっ赴。

表3　保健教育φ現状

中　学　校 高　等　学　校

発 発行している 98．7 留．5
行 定期的 （77，0） （66．0）

保 状 不定期 （23，0〉 （3蔓．0〉

側 況 発行しでいない 夏．3 12．5
『便り

注 1～5 旦0．2 37．9
に 発 6～10

2夏．3 32．5

つ 行 11～15 56．6 27．艮

い 回 16～20 8．喋 1．0

て 数 20～ 3．5 重．5

読 生徒 99．1 99．5
教師全員 92．6 9且．6

関係教師 6．5　 13．7
栄獲士・ 給食関係 15．6 0．5

保護者 78．3 27．2
者 その弛 1．7 正．0

講 定期的に行う 15．9 29．6
演 時々行う 15．5 正0．7

実 会 特に行っていない 39．3 3¢，8

旋 の あればよいと思う 29．3 2哩，9

　保健活動に対する生徒の反応をみると、　「活発であ る」

という回答は、中学・高等学校共に約6鯨逆に「関心が

薄い』という割合は中学校　35瓢高等学校では45駕にも

及んでいる。その理由がどこにあるかを探ることは、今

後の彼らの健康増進に役立つであろう。高石18，は健康

に関する生活設計の貴任者について図示しており、この

中で健康管理は学年が進むにつれ両親（保育者〉や教師

から本人自ら励行する割合が増加すべきであろうと示唆

している。

（4）生徒への対応状況

　現在の生徒に対する個別的保健指導、小集団指導ギ全

校対象指導、学級指導、保蔑者との連絡、保護者に対す

る講話、担任との連絡状況を調査した。結果は図2の通

りである。図中の左側にはこれらの項目に対して否定的

対応（行っていない、あまり行っていない）を、右側に

は肯定的対応（時々、よく行っている〉の割合を示し炬。

　これらの項目の中、担任との連絡は中学揆の82％、高

等学校のマ0％はよく 行っており、　r時々行うJと合わせ

ると98～99％に達している◎しかし、これをr行ってい

ない」と雷う者が中学校で2校、高等学校で3校にみら
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図2　生徒への対応状況
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團行っていない　目あまり行っていない　囮時々行っている　画よく行っている

れた。次によく対応されているものが、個別的保健揖導

と保履者への連絡で、これらに対して対象校の約90％、

80％前後が肯憲的に対処を行っている。しかし、小輿団

指瀬は肯定的、否定的対処が約半分ずつで、全校対象指

導や学級掬導、保駆者に対する講語などに対しては否定

的な対処の割合が高い。

（5〉　家庭科教師からみた女子生徒の食生態の変化

　私達はこれまでに小学5年、中学2年、高校2年及び

短大の女子盗徒の食生態に関する調査において、朝食及

びタ食の欠食、昼食や聞食の買食い、夜食の摂取、弧食

及び減食など、食生活上問題視されるこれらの食行動が

児童・生徒の微症状の発症に影響を及ぽしていることを

明らかにしてきたL～4，。そこで家庭科教緬からみた女

子生徒の最近の食生活に開する問題傾向を調査しだ。そ

の結果を図3に示すo

　「かなり増加している』という割含が比較的大きいも

のに、中学生では残食、孤食、偏食、閻食過多、減食、

問食の買い食い、高校生では間食の買い食い、罵食過多、

昼食の買い食い、減食、朝食の欠食があげられる。　「か

なゆ増加』「やや増加」を合わせて約50ヲ6前復に達する

ものに、前者では悟食、残食、間食過多、孤食、減食が、

後者では昼食や間食の質い食いと中学生と同様に間食過

多、弧食、減食があげられる。中学生に此ぺ高校生にお

いて昼食や問食の買い食い、問食過多がふえている。こ

れは高校生の昼食管理が中学生時代の学校給食から欄人

の管理下へ戻ざれるためであろう。

　中学・高校生共に減食や弧食の増加傾向が高いのは、

思春期に強くみられるスリム志向、家族の生活時間の不

揃いや塾遍いなどががその要國となっていることが明ら

かにされている4，。

（6）　生徒の家庭科への関心度

　前述のように中学校及び高等学校の女子生徒において

題視される食行動は、減少傾向にあるよりも増加傾向に

あることが示された。そこで女子生徒の家庭科、特に食

物教育への闇心度を中学校及び高等学狡の学習指潮要領

にもとずき18～博｝、項目別に謂盗し惣。

　「食物教育全般」に対する関心度は、　rかなりある』

とする者は中学校23，6％、高等学校21．7％、rやや

ある」がそれぞれ33．7％、40．3％で、全体的に関心度は

高いと需えよう。　しかし、項目別に言羊組に検討すると、

中学生の場合、中学生本人（背少年）の栄養、a常の献

立に闘してはr関心がまったく、または、あまりない」

と回答した者が20．7％、23．是％に見られ、対象が「成人」

になるとその割合は更に高まる◇しかし、日常食の調理、

加工食品の利場と調理など、謝理実皆が中心となる場合

ζこは、　r関心がまったく、　ま赴は、あまりない」と智う

ものは非常に少なく（2．畦％、6．鵤）、逆に「関心があ

る、ま赴は、ややある』と言うも のは前者に対して　8

2．3％、後者では52．3％と高率を示している。

　一方、高校生について項目別に見ると中学生と周様な

傾向が観察されたo即ち、栄猿素の消化吸収・代謝、蜷

殊栄養、食生濤の変遷と充実向上などの机上での学習に

対する関心度は娠いが、調理の塞本や献立と調理などに

対しては、それぞれ74．6％、85，2％の者は開心があると

答えているo今後、視．ヒでの学習に闘心を高める工夫と

共に、中学・高校時代に培われた調理への関心の高さを、

その後も持ち続けることができるような勇導・環境づく

りが大きな礫題と＝なろう。
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　家庭科は広く衣食住などの知識や技能を習得し、日常

生活に活用することにとどまらず、こうし炬中で家族や

他人への思いやりや、主体的に生きる能力や態度、家庭

生活を大事にする豊かな心情を育成することを目指して

いるように思う。家庭科に対する生徒の反応が今一つで

図4　女子生徒の食生活及び食生態の変化

倣の
　貝い食い

問食の
　買い食い

麗か撒た目欄た囮脚圃やや減つた　口か妙櫨つた

訪ることの理由に、変化して止まない社会の中での家庭

生活を対象内容としているのに、その変化に的確に対応

していないことも考えられる。生徒の共感を呼び起こす

家庭科教育…食物一廃をする赴めには、社会の変化と家庭

生活の変化を適宜取り入れた実践的な教材を中心とした

教育が求められ宅いるように思われる。このことが結果

的には生徒の健康維持・増進、一心の成長へとつなっがて

いくのである。

（7〉　養護教論からみた保育者の養育態度

　学校の教育、クうブ活動、塾、稽古ごと、生活のしつ

け、健膿への配慮、体力づくり、食事づくり、子供との

対誌、家族のコミュニグイションに対する 裸育者の関心

度を調査した。

　中学校の養護教諭の約2！3の者は生徒の学校教育、ク

ラブ活動、塾に対して保育者はr非常に、ま滝は、やや

熱心』であると評価しているが、逆に生活のしつけ、健

康への配慮、体力づくり、食事づくりに対しては「無関

心」と評価するものが3％前後に観察され、約1／4～

1／3の者は「あまり関心がない』と言う。

　一方、高校生の保育者に対する評価をみると・学校教

育、クラブ活動、塾に対する熱心さは希薄化し、　r無関

心、ま滝は、あまり関心がない』と評価する者の割合が

中学に比ぺ多くなる。また、生活のしつけ、健康への配

慮、体力づくりや食事づくりにr無関心、または、あま

り閲心がない」者が中学生の保育者に比ぺ5％前後多い。

　このように思春期女子の心身の健廠が危ぶまれている

中で、保育者の子供に対する健康づくりへの関心度は決

して高い状態とは言えなかっ粒。これからの学校保健活

動には、学校保健開係者が地域の実態把握につとめると

共に、地域民問団体の育成活動と の連携を強化するなど、

地域と密接した活動こそ・新しい活動のあり方であろう。

4．結論

　母性予備軍としての思春期女子の心身共に健全な育成

を図る痘めの一助として、中学校及び高等学校に於ける

保健及び家庭科教育、指導の現状と対応に関する実態調

査を行っ炬。

　調査対象は1都1道！府量5県の中学校　275校、高等

学校　282校の獲護教論及び家庭科教師である。

　保健室来訪時の主訴は腹痛、気分不快、頭痛などが7

0～87％を占めており、外科的救急処置や心理相談は20

％前後であった。外科的救急処置の達成率は簡いが、健

康相談や保健指導をrほぽ達成している』とするところ

は約10％前後、健康相談に比ぺ保健指導の達成率は幾分

低かった。

　生徒への対応状況をみると、擦任教師及び保護者との

連絡、個別的保健指導はよく行われているが、小築団指

導や学級指導に対しては消極的態度が多かった。

　 生徒の「食」に関する問題行動は増加傾向にあり、特

に中学生に比ぺ高校生では昼食や問食の買い食い、間食

過多が増えてい数。家庭科に対する生徒の関心度は必ず

しも高いとは官えないが、調理実習が中心となる場合に

は関心度が高かった。

　一方、子供の健康、しつけ、食生活に対する保護者の

関心度は低いという。今後、中学、高校生時代挙培やれ

．醐理へ咽心の高さを・その後も持ち貌ける、ことがで

きるような指導》環境づくりに力をいれると共に、学校

と地域団体の育成活動との達携を強化して・子供の健康

増進に対する保護者の聞心を喚起することが急務である。
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